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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジエン系ゴムからなるゴム成分に対し、平均粒径が５～２０００ｎｍでありかつガラス
転移点が－１００℃～－６５℃である架橋されたゴム粒子と、平均粒径が１０～１０００
μｍの硬質粒状体とを配合してなる冬用タイヤトレッド用ゴム組成物。
【請求項２】
　前記ゴム粒子は、トルエン膨潤指数Ｑｉが１～１５であることを特徴とする請求項１記
載の冬用タイヤトレッド用ゴム組成物。
【請求項３】
　前記ゴム粒子は、硫黄及びＣ＝Ｃ二重結合を含有するものであり、かつ、ＯＨ基を有す
る化合物で変性されたものである請求項１又は２記載の冬用タイヤトレッド用ゴム組成物
。
【請求項４】
　前記ゴム成分１００重量部に対し、前記ゴム粒子１～５０重量部と、前記硬質粒状体０
．５～１０重量部を含有する請求項１～３のいずれかに記載の冬用タイヤトレッド用ゴム
組成物。
【請求項５】
　前記硬質粒状体が種子の殻又は果実の核を粉砕してなる植物性粒状体である請求項１～
４のいずれかに記載のゴム組成物。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれかに記載のゴム組成物からなるトレッドを備えた冬用タイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スタッドレスタイヤ、スノータイヤなどの冬用タイヤ（ウインタータイヤ）
におけるトレッドに用いられるゴム組成物、及び、該ゴム組成物をトレッドに用いた冬用
タイヤに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　氷雪路面では一般路面に比べて著しく摩擦係数が低下し滑りやすくなるので、スタッド
レスタイヤを始めとする冬用タイヤにおいては、材料面や設計面で様々な工夫がなされて
いる。例えば、トレッドゴムの氷上摩擦性能を向上させるため、引っ掻き効果の付与、凝
着摩擦力の向上などが挙げられる。
【０００３】
　より詳細には、上記引っ掻き効果の付与のため、酸化亜鉛ウィスカやマスコバイトなど
の無機物粒状体、種子の殻又は果実の核を粉砕してなる植物性粒状体などの硬質粒状体を
トレッドゴムに配合することが提案されている（下記特許文献１～４参照）。しかしなが
ら、硬質粒状体は多量に配合すると耐摩耗性が悪化することから、硬質粒状体のみでは氷
雪上性能の向上に限界がある。
【０００４】
　また、上記凝着摩擦力の向上のため、トレッドゴム組成物に熱膨張性マイクロカプセル
を配合する方法があるが（下記特許文献５参照）、この場合、ゴム混合時のせん断力によ
るカプセルのつぶれの懸念がある。また、オイルの代替物として、加硫ゴムを特定の方法
で回収してなる液状ゴムからなる回収ゴムを、トレッドゴムに配合する方法も提案されて
いるが（下記特許文献６参照）、凝着摩擦力の向上効果が不十分である。
【０００５】
　上記のように氷雪上性能を向上するための手法が種々提案されているが、架橋されたゴ
ム粒子を配合することによる氷雪上性能の向上については知られていなかった。
【０００６】
　なお、架橋されたゴム粒子（ゴムゲル）をタイヤのトレッドゴムに配合する点について
は知られている（下記特許文献７～１０参照）。しかしながら、これらの従来技術におい
て、架橋されたゴム粒子は、タイヤのウェット性能や低燃費性を向上するために、カーボ
ンブラックやシリカ等のフィラーを置換するものとして、又はゴム成分を置換するものと
して配合されており、スタッドレスタイヤなどの冬用タイヤへの配合についても、またそ
れによる氷雪上性能向上効果についても何ら開示も示唆もされていなかった。
【０００７】
　また、下記特許文献１１には、積雪路面および氷結路面、さらに湿潤路面でのグリップ
性、低燃費性、耐摩耗性および操縦安定性が総合的に優れたタイヤトレッド用ゴム組成物
として、平均粒径が１０～５００ｎｍのゴム粒子を配合することが提案されている。しか
しながら、ゴム粒子のグレードによっては、ガラス転移点が高いために、低温領域でのト
レッドの弾性率が上昇して、氷上性能の低下を招くおそれがあり、実際、同文献の実施例
においても、湿潤路面でのグリップ性が示されているだけで、氷上性能についての効果は
示されていない。
【特許文献１】特開平１０－００７８４１号公報
【特許文献２】特開２０００－０６３５６９号公報
【特許文献３】特開２００５－０５３９７７号公報
【特許文献４】特開２００５－０６０４４１号公報
【特許文献５】特開２００５－０８２６２０号公報
【特許文献６】特開２００５－０４７９５７号公報
【特許文献７】特許第３７３９１９８号公報
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【特許文献８】特許第３２９９３４３号公報
【特許文献９】特開２００５－１４６０５３号公報
【特許文献１０】特表２００４－５０４４６５号公報
【特許文献１１】特開２００６－０８９５５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、以上の点に鑑みてなされたものであり、氷上性能や雪上性能といった低温で
の運動性能の向上効果に優れる冬用タイヤトレッド用ゴム組成物、及び冬用タイヤを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るゴム組成物は、ジエン系ゴムからなるゴム成分に対し、平均粒径が５～２
０００ｎｍでありかつガラス転移点が－１００℃～－６５℃である架橋されたゴム粒子と
、平均粒径が１０～１０００μｍの硬質粒状体とを配合してなるものである。また、本発
明に係る冬用タイヤは、かかるゴム組成物からなるトレッドを備えるものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、上記の平均粒径及びガラス転移点を持つ架橋されたゴム粒子により凝
着摩擦力が向上するとともに、硬質粒状体により引っ掻き効果が得られ、両者の相乗効果
により氷上性能や雪上性能といった低温での運動性能に優れた向上効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施に関連する事項について詳細に説明する。
【００１２】
　本発明のゴム組成物において用いられるゴム成分はジエン系ゴムであり、該ジエン系ゴ
ムとしては、例えば、天然ゴム、スチレンブタジエンゴム、ブタジエンゴム、イソプレン
ゴムなど、冬用タイヤトレッド用ゴム組成物において通常使用される各種ジエン系ゴムが
挙げられる。これらジエン系ゴムは、いずれか１種単独で、又は２種以上ブレンドして用
いることができる。上記ゴム成分として、好ましくは、天然ゴムと他のジエン系ゴムとの
ブレンドを用いることである。
【００１３】
　本発明のゴム組成物には、上記ゴム成分に対して、架橋されたゴム粒子が配合される。
かかるゴム粒子を配合することで、常温域から低温域でのドレッドゴム硬度の温度依存性
を低減することができ、トレッドゴムの凝着摩擦力を向上することができる。該ゴム粒子
は平均粒径（ＤＩＮ ５３ ２０６によるＤＶＮ値）が５～２０００ｎｍであることが好ま
しく、凝着摩擦力、加工性及び耐摩耗性の点から、より好ましくは、２０～６００ｎｍ、
更に好ましくは４０～２００ｎｍである。
【００１４】
　該ゴム粒子は、また、ガラス転移点（Ｔｇ）が－１００～－６５℃の範囲内のものが用
いられる。より好ましくは－１００～－７０℃である。このようなガラス転移点の低いも
のを用いることにより、低温時における凝着摩擦力の向上効果をより高めることができる
。すなわち、ガラス転移点が高いと、低温領域でのトレッドの弾性率が上昇して、氷上性
能の向上効果は得られない。ここで、ガラス転移点は、ＪＩＳ　Ｋ７１２１に準拠して測
定される。
【００１５】
　該ゴム粒子は、ゴム分散液を架橋することにより得られるゲル化ゴム（ゲルゴム）であ
る。該ゴム分散液としては、乳化重合により製造されるゴムラテックス、天然ゴムラテッ
クスの他、溶液重合されたゴムを水中に乳化させて得られるゴム分散液などが挙げられ、
また、架橋剤としては、有機ペルオキシド、有機アゾ化合物、硫黄系架橋剤など挙げられ
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る。また、ゴム粒子の架橋は、ゴムの乳化重合中に、架橋作用を持つ多官能化合物との共
重合によっても行うことができる。具体的には、特許第３７３９１９８号公報、特許第３
２９９３４３号公報、特表２００４－５０４４６５号公報、特表２００４－５０６０５８
号公報などに開示の方法を用いることができる。
【００１６】
　該ゴム粒子を構成するゴムとしては、例えば、ブタジエンゴム（ＢＲ）、スチレンブタ
ジエンゴム（ＳＢＲ）、天然ゴム（ＮＲ）、イソプレンゴム（ＩＲ）、ニトリルゴム（Ｎ
ＢＲ）、クロロプレンゴム（ＣＲ）などのジエン系ゴムが挙げられ、好ましくは、ブタジ
エンゴム又は天然ゴム、又はこれらと他のジエン系ゴムのブレンドゴムである。
【００１７】
　該ゴム粒子は、トルエン膨潤指数Ｑｉが１～１５であることが好ましく、より好ましく
は１～１０である。このようなトルエン膨潤指数Ｑｉのものを用いることにより、低温時
における凝着摩擦力の向上効果をより高めることができる。また、該ゴム粒子は、ゲル含
量が９４重量％以上であることが好ましい。
【００１８】
　ここで、トルエン膨潤指数及びゲル含量は、ゴム粒子をトルエンに膨潤させた後、乾燥
させることにより測定される。すなわち、ゴム粒子２５０ｍｇを、トルエン２５ｍＬ中で
、２４時間、振とう下に膨潤させ、２００００ｒｐｍで遠心分離してから、濡れ重量（Ｗ
）を秤量し、次いで７０℃で質量一定まで乾燥させてから、乾燥重量を秤量する。ゲル含
量は、使用されたゴム粒子に対する乾燥後のゴム粒子の重量比率（％）である。また、ト
ルエン膨潤指数は、Ｑｉ＝（濡れ重量）／（乾燥重量）により求められる。
【００１９】
　該ゴム粒子としては、硫黄及びＣ＝Ｃ二重結合を含有するものであり、かつ、ＯＨ（ヒ
ドロキシル）基を有する化合物で変性されたものが特に好適である。すなわち、ジエン系
ゴムをベースゴムとして硫黄架橋されたゴム粒子を、変性剤としてＯＨ基を有する化合物
を用いて変性してなるものが、特に好ましく用いられる。かかる変性については、例えば
特表２００４－０５０６０５８号公報に記載されており、変性剤としては、ヒドロキシブ
チルアクリレート又はメタクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート又はメタクリレー
ト、ヒドロキシプロピルアクリレート又はメタクリレートなどが挙げられる。このように
ゴム粒子として、植物性粒状体との親和性の良いＯＨ基変性されたものを用いることによ
り、タイヤ性能をより向上させることができる。
【００２０】
　該ゴム粒子としては、また、硫黄を含有しＣ＝Ｃ二重結合に対する反応性を有する化合
物で変性されたものを用いることもできる。このような化合物としては、メルカプト基、
ジチオカーバミン酸塩、キサントゲナートのような、含硫黄反応性基によってゴム粒子に
化学的に結合し得る化合物が挙げられる。該変性は、例えば、特許第３７３９１９８号公
報に開示の方法を用いて行うことができる。
【００２１】
　該ゴム粒子は、上記ゴム成分１００重量部に対して、１～５０重量部配合されることが
好ましく、低温でのゴム硬度の上昇をより十分に抑制して氷雪上性能を高めるという点か
ら、下限はより好ましくは５重量部以上であり、更に好ましくは１０重量部以上である。
また、耐摩耗性の悪化を抑えるという点から、上限はより好ましくは３０重量部以下であ
り、更に好ましくは２０重量部以下である。
【００２２】
　本発明のゴム組成物には、該架橋されたゴム粒子とともに、防滑材としての硬質粒状体
が配合される。かかる硬質粒状体を配合することで、氷雪上路面に対する引っ掻き効果が
発揮され、上記ゴム粒子の凝着摩擦力向上効果と相俟って、氷雪上路面に対する優れた運
動性能が発揮される。
【００２３】
　該硬質粒状体は、上記ゴム粒子よりも粒径が大であり、具体的には平均粒径は１０～１
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０００μｍであることが好ましく、より好ましくは１００～６００μｍである。ここで、
硬質粒状体の平均粒径は、レーザ回折式粒度分布測定装置にて測定される値である。
【００２４】
　該硬質粒状体としては、氷雪上路面に対して引っ掻き効果を持つものであれば用いるこ
とができ、例えば、石英、アルミナなどを粉砕した無機物粒状体や、種子の殻又は果実の
核を粉砕してなる植物性粒状体などが挙げられる。好ましくは、後者の植物性粒状体であ
り、具体的には、氷の硬さより硬い、換言すればモース硬度が２以上である胡桃（クルミ
）、椿などの種子の殻、あるいは桃、梅などの果実の核を公知の方法で粉砕してなる粉砕
品が挙げられる。
【００２５】
　該硬質粒状体としては、ゴムとのなじみを良くして脱落を防ぐために、ゴム接着性改良
剤で表面処理されたものを用いてもよく、また、表面処理されたものと表面処理されてい
ないものとを混合して使用することもできる。ゴム接着性改良剤としては、例えば、レゾ
ルシン・ホルマリン樹脂初期縮合物とラテックスの混合物を主成分とするもの（ＲＦＬ液
）が挙げられる。
【００２６】
　該硬質粒状体は、上記ゴム成分１００重量部に対して、０．５～１０重量部配合される
ことが好ましく、氷上路面に対する掘り起こし効果と耐摩耗性をより高度に両立させる点
から、より好ましくは１～１０重量部配合することである。
【００２７】
　本発明のゴム組成物には、カーボンブラック及び／又は無機充填剤が配合されることが
好ましい。上記ゴム粒子とともに、これらの補強性充填剤を配合することにより、低温で
のゴム硬度の上昇を抑える効果がより良く発揮され、タイヤ性能の改良効果が得られる。
上記無機充填剤としてはシリカが好ましく、その場合、シランカップリング剤を併用する
ことが好ましい。
【００２８】
　本発明のゴム組成物には、上記した成分の他に、軟化剤、可塑剤、老化防止剤、亜鉛華
、ステアリン酸、加硫剤、加硫促進剤など、冬用タイヤトレッド用ゴム組成物において一
般に使用される各種添加剤を配合することができる。
【００２９】
　以上よりなる本発明のゴム組成物は、スタッドレスタイヤ、スノータイヤなどの冬用タ
イヤ（ウインタータイヤ）のトレッド部のためのゴム組成物として好適に用いられ、常法
に従い加硫成形することにより、該トレッド部を形成することができる。そして、このゴ
ム組成物からなるトレッド部であると、架橋されたゴム粒子と硬質粒状体とを併用したこ
とで、氷上性能や雪上性能といった低温での運動性能を向上させることができる。
【実施例】
【００３０】
　以下、本発明の実施例を示すが、本発明はこれらの実施例に限定されるものではない。
【００３１】
　バンバリーミキサーを使用し、下記表１に示す配合に従い、スタッドレスタイヤ用トレ
ッドゴム組成物を調製した。表１中の各成分は以下の通りである。
【００３２】
・天然ゴム：ＲＳＳ３号、
・ブタジエンゴム：宇部興産製「ＢＲ１３３Ｐ」（ゴムポリマー１００重量部に対してオ
イルを３７．５重量部含有する油展ゴム）、
・ゴム粒子１：ラインケミー社製「マイクロモフ３０Ｂ」（ブタジエンゴムをベースとす
るゴムゲル、平均粒径＝１３０ｎｍ、トルエン膨潤指数Ｑｉ＝５．９、ゲル含量＝９７重
量％、Ｔｇ＝－８０℃、ヒドロキシブチルメタクリレートによる変性品）、
・ゴム粒子２：ラインケミー社製「マイクロモフ３Ｂ」（スチレン－ブタジエンゴムをベ
ースするゴムゲル、平均粒径＝６０ｎｍ、トルエン膨潤指数Ｑｉ＝５．９、ゲル含量＝９
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・ゴム粒子３：三洋貿易社により供給されるゴム粒子「ＶＰ－１０８」（ベースゴム：ス
チレン－ブタジエンゴム、平均粒径＝１００ｎｍ、Ｔｇ＝－１２℃）、
・植物性粒状体：胡桃殻粉砕物（日本ウォルナット製「ソフトグリップ＃４６」にＲＦＬ
処理液で表面処理を施したもの。処理後の植物性粒状体の平均粒径は３００μｍ（島津製
作所製の粒度分布測定装置「ＳＡＬＶ－２０００Ａ」により測定））、
・カーボンブラック：東海カーボン製「シーストＫＨ」、
・シリカ：日本シリカ製「ニップシールＡＱ」、
・シランカップリング剤：デグサ製「Ｓｉ６９」、
・パラフィンオイル：ＪＯＭＯ製「プロセスＰ２００」。
【００３３】
　各ゴム組成物には、共通配合として、ゴム成分１００重量部に対して、ステアリン酸（
花王製「ルナックＳ－２５」）２重量部、亜鉛華（三井金属製「亜鉛華１種」）２重量部
、老化防止剤（住友化学製「アンチゲン６Ｃ」）２重量部、ワックス（日本精鑞製「ＯＺ
ＯＡＣＥ０３５５」）２重量部、硫黄（鶴見化学工業製）２．１重量部、加硫促進剤（住
友化学製「ソクシノールＣＺ」）１．５重量部を配合した。
【００３４】
　得られた各ゴム組成物について、硬度を測定した。また、各ゴム組成物を用いてスタッ
ドレスタイヤを作製して、耐摩耗性と氷上路面における制動性能（氷上制動性能）を評価
した。タイヤサイズは１８５／６５Ｒ１４として、そのトレッドに各ゴム組成物を適用し
、定法に従い加硫成形することにより製造した。各使用リムは１４×５．５ＪＪとした。
各測定・評価方法は次の通りである。
【００３５】
・硬度：ＪＩＳ Ｋ６２５３に準拠して、１６０℃×２０分で加硫したサンプル（厚みが
１２ｍｍ以上のもの）について、常温（２３℃）と－５℃での硬度を、タイプＡデュロメ
ータを用いて測定した。また、両硬度の差を、常温から低温における硬度変化として求め
た。
【００３６】
・耐摩耗性：上記タイヤを２０００ｃｃのＦＦ車に装着し、２５００ｋｍ毎に前後ローテ
ーションして、１００００ｋｍ走行後の残溝（４本のタイヤの残溝の平均値）を測定し、
実施例１，２および比較例２～５については比較例１の値を１００とし、実施例３および
比較例７～９については比較例６の値を１００とした指数で表示した。指数が大きいほど
耐摩耗性が良好であることを示す。
【００３７】
・氷上制動性能：上記タイヤを２０００ｃｃのＦＦ車に装着し、氷盤路（－５±３℃）上
で４０ｋｍ／ｈ走行からＡＢＳ作動させて制動距離を測定し（ｎ＝１０の平均値）、実施
例１，２および比較例２～５については比較例１の値を１００とし、実施例３および比較
例７～９については比較例６の値を１００とした指数で表示した。指数が大きいほど制動
距離が短く、制動性能に優れることを示す。
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【表１】

【００３８】
　結果は表１に示すとおりであり、本発明に係る実施例１～３であると、コントロールで
ある比較例１又は比較例６に対して、ゴム硬度の温度依存性が小さく、また、耐摩耗性を
実質的に損なうことなく、氷上制動性が大幅に向上していた。
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【００３９】
　これに対し、ゴム粒子を配合しているものの、Ｔｇの高いゴム粒子を用いた比較例３～
５および比較例８，９では、耐摩耗性と氷上制動性が大きく劣っていた。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明に係る冬用タイヤトレッド用ゴム組成物は、スタッドレスタイヤ、スノータイヤ
などの各種冬用タイヤに用いることができる。
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